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石
切
神
社
の
初
歩
的
調
査
メ
モ 

足
代

健
二
郎

氏氏

名名

此
度
『
わ
か
く
す
』
第
八
〇
号
に
載
せ
た
「「
石
切
／
辻
子
（
ず

し
）」
地
域
の
初
歩
的
調
査
メ
モ
」
を
（
前
篇
）
と
し
、
本
稿
を

そ
れ
に
関
連
し
た
（
中
編
）
と
し
て
、
次
号
に
（
後
編
）
を
載

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

一一

石石
切切
神神
社社
のの
ああ
らら
まま
しし
（
近
代
以
前
・
近
代
以
降
）

○
所
在
地

大
阪
府

河
内
国

河
内
郡

芝
村

字
法
通
寺

↓大
阪
府

中
河
内
郡
（
Ｍ
２９

）

大
戸
村
（
Ｍ
２２

）

大
字
石
切
（
Ｔ
９
）
六
百
九
十
一
番
地

↓大
阪
府

中
河
内
郡
（
→
枚
岡
市
Ｓ
３０

）

石
切
町
（
Ｓ
２５

）
六
百
九
十
一
番
地

↓大
阪
府

東
大
阪
市
（
Ｓ
４２

）

東
石
切
町
（
Ｓ
４４

）
一
丁
目
１
番
１
号

○
神
階

社
格

・
貞
観
七
年

八
六
五

河
内
国
石
剱
神
に
従
五
位
下
を
授
く

・
延
喜
式

九
二
七

河
内
国

河
内
郡

「
石
切
剱
箭
命
神
社

二
座

小

」

・
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）「
石
切
剱
箭
神
社
」
村
社
に
列
す

・
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
年
）
二
月
二
十
四
日
登
記

宗
教
法
人

「
神
道
石
切
教

石
切
剱
箭
神
社
」

○
祭
神

・
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）『
河
内
郡
芝
村
明
細
帳
』

氏
神

牛
頭
天
王

上
之

牛
頭
天
王

・
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）『
神
社
明
細
帳
』

天
照
国
照
彦
火
明
櫛
玉
饒
速
日
（
に
ぎ
は
や
ひ
）
尊

宇
摩
志
摩
治
（
う
ま
し
ま
じ
）
尊

○
宮
司

管
長

・『
石
切
剱
箭
神
社
由
来
』
大
正
十
五
年
発
行
者
・
木
積
一
雄

木
積
一
雄
（
木
積
一
路
の
息
。
初
代
管
長
・
宮
司
。

号

百
石
。
昭
和
二
十
四
年
六
月
十
七
日
歿
）

・
宗
教
法
人
登
記
簿
（
昭
和
二
十
八
年
当
時
の
責
任
役
員
）

木
積
一
仁
（
代
表
役
員
。
第
二
代
管
長
。
号

総
石
。

木
積
一
雄
の
息
）

木
積
一
義
（
宮
司
。
号

石
峰
。
一
雄
の
末
弟
）

木
積
一
郎
（
一
雄
の
次
の
弟
一
次
（
Ｓ
２５

歿
）
の
息
）

・『
鳥
居
奉
納
の
縁
起
』
碑

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
吉
日
建

藤
戸
権
宮
司
謹
書
（
一
仁
の
姉
婿

藤
戸
淳
三
か
）

・
正
面
参
道

二
の
鳥
居

銘
板
（
昭
和
四
十
二
年
四
月
建
）

（
平
成
十
六
年
十
月
改
修
時
点
の
銘
板
か
？
不
明
）

木
積
一
正
（
宮
司
。
号

石
山
。
木
積
一
義
の
息
）

・『
式
内
社
調
査
報
告
』（
昭
和
五
十
四
年
刊
１
８
３
頁
）
に
、

「
現
宮
司
は
木
積
一
正
氏
、
創
建
以
来
代
々
世
襲
制
で

現
宮
司
は
第
百
六
代
に
当
る
」
と
あ
る
が
、
代
数
は
不
審
。

・
境
内
入
口

三
の
鳥
居
（
平
成
十
七
年
十
月
吉
日
）

第第
二二
代代
管管
長長
・・
第第
百百
六六
代代
神神
主主

宮宮
司司

木木
積積
一一
仁仁

・
現
在
（
平
成
二
十
年
十
月
一
日
～
）

木
積
智
子
（
第
三
代
管
長
）、
木
積
康
弘
（
現
・
宮
司
）

↑
明
治
十
九
年
測
量
同
二
十
一
年
製
版

原
図
は
一
万
分
の
一

（
石
切
神
社
加
筆
、
神
並
村
・
芝
神
並
村
を
強
調
）

角
印
＝
河
内
伊
駒
山
大
戸
神
並
里
高
庭
白
庭
坐
石
切
剱
箭
宮

『
日
下
村

石
工

小
平
次
』  

  

中
井

由
榮

 
  

  

名名
前前
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1 
 

↑
明
治
四
十
一
年
測
図
（
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
）「
信
貴
山
」

原
図
は
二
万
分
の
一
地
形
図

↑
大
正
十
一
年
測
図
・
昭
和
四
年
修
正
測
図

・
昭
和
七
年
印
刷
（
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
）「
信
貴
山
」

※
原
図
は
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図

↑
昭
和
四
十
五
年
発
行
（
国
土
地
理
院
）「
信
貴
山
」

※
原
図
は
二
万
五
千
分
の
一
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1 
 

↑
石
切
神
社
境
内
の
石
造
物

配
置
図
・
一
覧
表

（『
東
大
阪
市
の
石
造
物
３
』（
二
〇
一
五
年
発
行
）

↑

一
の
鳥
居
と
社
号
標

←一の鳥居と大天狗御旅所

↑

三
の
鳥
居
（
境
内
入
口
）

←

二
の
鳥
居
（
絵
馬
殿
前
方
）
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1 
 

↑
木
積
数
馬
と
並
河
誠
所
（
五
畿
内
志
）
と
の
関
係

↑

穂
積
殿
宝
物
館
展
示
目
録

←
木
積
家
近
代
の
系
譜

・
第
百
二
代

木木
積積
一一
路路
（
号

菱
水
）
※
神
主
代
数
は
推
測

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
生
～
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
没
。

旧
名

藤
戸
一
郎
。
菱
江
村
の
藤
戸
家
か
ら
第
百
一
代
・
木
積
勝

馬
の
娘

菊
枝
の
入
り
婿
と
な
る
。
日
下
村
の
正
法
寺
郷
学
校
の

教
頭
。

・
第
百
三
代

木木
積積
一一
雄雄
（
号

百
石
）

一
路
の
息
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
生
～
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

没
。
石
切
霊
園
の
創
始
者
。
神
道
石
切
教

初
代
管
長
。

・
第
百
四
代

木
積
一
義
（
号

石
峰
）
一
雄
の
末
弟
。

・
第
百
五
代

木
積
一
正
（
号

石
山
）
一
義
の
息
。

・・
第第
百百
六六
代代

木木
積積
一一
仁仁

（
号

総
石
）
一
雄
の
息
。
※

第
百
六
代
は
鳥
居
刻
銘
に
拠
る
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
生

～
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）

没
。
宗
教
法
人

神
道
石
切
教

第
二
代
管
長
。
医
学
博
士
。

（
猪
飼
野
探
訪
会
会
員
）
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